






病態研究班は、乳児突然死症候群の原因を脳幹神経核に求め、臨床例を対象に、睡眠ポリ

グラフ検査、脳幹機能検査を行い、脳幹の障害部位の検索を行った。また、基礎医学的に

脳幹の呼吸中枢の解明を試みた。 

以上より、睡眠時無呼吸は、脳幹にその病変を求められること、それも、青斑核を含む特

定の神経系の関与することが示された。今後、これ等神経核と、呼吸中枢が如何に関連す

るか、臨床生理学的に、及び基礎医学的に検索をすすめる必要がある。 


